
インバウンド誘客促進事業業務委託仕様書 

 

１ 委託業務名 

インバウンド誘客促進事業業務 

 

２ 業務目的 

  人口減少に伴う国内消費額の落ち込みを補う経済効果の他、観光関連産業の発展、地域

活性化が期待されるインバウンド需要を確保するため、海外への認知拡大に向けたプロモ

ーションを実施することにより、外国人観光客の誘客促進を図る。 

平日の宿泊が期待できるインバウンドの強化により宿泊の平準化が図られ、課題であっ

た各宿泊施設での従業員の安定的な確保につなげる。 

 

３ 委託期間 

契約締結の日から令和７年３月31日（月）まで 

 

４ 委託料（上限） 

  ９，０７５千円（消費税及び地方消費税を含む。） 

 

５ 委託業務の内容 

 福島県のターゲットであることに加え、令和６年１月より福島空港からのチャーター便

が再開し、今後、定期便の運航開始も期待されることから、メインターゲットを「台湾」

として、次の業務を実施する。 

⑴ 商談会・イベントへの参加 

  海外の旅行関係者や訪日旅行に関心を持つ方が多く集まる商談会・イベント（以下、

「商談会等」と標記）に参加することで、本市の観光資源に関する現地視点での意見を

聴取し、今後のインバウンド需要確保に向けた事業につなげるため、実施するもの。 

 ① 委託期間中、台湾で開催される商談会等に１回以上参加することを必須とし、２回

目以降提案する場合は、国内外を問わない。 

   ただし、国内で開催される商談会等は、より効果的かつ効率的に認知拡大を図るこ

とができると認められるものに限る。 

なお、参加する商談会等については、委託者との協議を経て、最終的に決定する。 

 ② 国外で開催される商談会等は、可能な限り、福島県と連携して参加可能なものを選

定すること。 

   ただし、商談スペースについては、参加者それぞれのスペースを準備することとし、

出展ブースについては、「福島県いわき市」として設置すること。 

③ 商談会等１回あたりの参加者は、本市の観光情報等に精通している「一般社団法人

いわき観光まちづくりビューロー」から１名以上、本市への興味・関心、認知度向上

をより効果的に図るものとして「市内観光関連事業者（任意の団体を含む）」から２

事業者以上とすること。 



  なお、参加する市内観光関連事業者は、⑶の業務と連携して選定すること。 

  また、受託者は、参加者にPR媒体等を準備させる他、商談会等を円滑かつ効果的に

進めるためのサポート等を行うこと。 

④ 受託者は、商談会等に係る一切の手続きを行うとともに、通訳の手配やブースの運

営（装飾等を含む）を行うこと。 

  なお、商談会等に係る一切の経費は、委託料に含まれるものとする。 

⑤ 受託者は、参加者の現地までの移動手段、現地での宿泊施設を手配すること。 

⑥ 参加者に係る経費は委託料に含まれるものとする。 

○ 対象経費：渡航費、宿泊費、交通費、旅行保険 

〇 一団体あたりの負担率：1/2 

〇 一団体あたりの負担上限額：300,000円 

  なお、負担上限額を超える経費は、参加者の自己負担とする。 

⑦ 商談会等に係る、本市のPRに要する資料やノベルティ等の制作及び準備を行うこと。 

また、制作にあたり使用する写真及び施設・イベント情報などの観光素材情報につ

いては、受託者が施設管理者や関係者との交渉・手配や打合せのうえ収集するものと

し、使用許可等一切の業務を含めて、受託者の責任において行うこと。 

   なお、制作及び準備に係る一切の経費は、委託料に含まれるものとする。（参加者

の準備物の経費は含まない） 

 ⑧ ⑦において制作及び準備する、本市のPRに要する資料やノベルティ等の内容、数量

等については、委託者との協議を経て、最終的に決定する。 

⑨ ⑵の旅行業者への訪問営業も、商談会等の参加に併せて実施すること。 

 

⑵ 旅行会社への訪問営業 

   旅行会社に対し直接的な営業をかけることで、さらなる認知度向上及び本市に求めら

れる具体的な意見を聴取する他、市内観光関連事業者と旅行会社のパイプを作ることで、

次年度以降のファムトリップやツアー造成につなげるため、実施するもの。 

① 訪問営業には、商談会参加者を同行させること。 

また、受託者は、参加者にPR媒体等を準備させる他、訪問営業を円滑かつ効果的に

進めるためのサポート等を行うこと。 

 ② 訪問営業の期間中は、通訳を同行させること。 

 ③ 訪問営業先は、可能な限り、福島県内への各種ツアーを造成したことがある、もし

くは、福島県と連携した実績を持つ旅行会社を複数選定すること。 

④ 受託者は、参加者の訪問営業先までの移動手段を手配すること。 

⑤ 訪問営業に係る、本市のPRに要する資料やノベルティ等の制作及び準備を行うこと。 

   また、制作にあたり使用する写真及び施設・イベント情報などの観光素材情報につ

いては、受託者が施設管理者や関係者との交渉・手配や打合せのうえ収集するものと

し、使用許可等一切の業務を含めて、受託者の責任において行うこと。 

   なお、制作及び準備に係る一切の経費は、委託料に含まれるものとする。 

 



 ⑥ ⑤において制作及び準備する、本市のPRに要する資料やノベルティ等の内容、数量

等については、委託者との協議を経て、最終的に決定する。 

 ⑦ 訪問営業先は、委託者との協議を経て、最終的に決定する。 

 

⑶ 市内観光関連事業者向け説明会等の開催 

市内観光関連事業者と連携のうえ事業を実施することで、本事業における本市への興 

味・関心及び認知度をより効果的に向上させる他、商談会等へ参加した経験を、事業者 

が受入体制整備や磨き上げを独自に行う契機とするため、実施するもの。 

 ① インバウンド誘客に積極的な事業者を対象として参加者を募り、本事業に関する説

明会を開催すること。 

なお、当該説明会においては、インバウンドの動向や情報発信の手法、販路拡大等

についての情報提供も併せて行うこと。 

 ② 当該説明会に出席したものから、商談会等へ参加する事業者を選定すること。 

   なお、商談会等へ参加する事業者の選定及び選考方法は、委託者との協議を経て、

最終的に決定すること。 

③ 商談会等へ参加する事業者の決定後、商談会前に、参加する事業者向けのレクチャ

ーを行うこと。 

④ 受託者は、商談会等終了後、参加者に対し、参加したことにより得た知識・情報や

今後の活用方法等をまとめたレポートを制作及び提出させること。 

⑤ 受託者は、④において提出された資料を基に、参加者に振り返り等のフィードバッ

クを行うこと。 

⑥ 説明会等の開催に係る開催案内、通知等作成、参加者募集・とりまとめ、会場の確

保等、実施するうえで必要な一切の手続き等は、受託者の責任において行うこと。 

⑦ 説明会等の手法、内容は、委託者との協議を経て、最終的に決定する。 

⑧ 開催、準備等に係る一切の経費は、委託料に含まれるものとする。（講師の移動費、

報酬等） 

 

 ⑷ 実施結果の報告及び課題等の分析・提案 

⑴～⑶の業務実施ごとに、速やかに報告書を委託者に提出すること。 

報告書は、実施結果の他、実施したことにより得られた知見・課題を整理・分析した

うえで、今後のインバウンドを見据えた事業案や戦略案を提案する内容とすること。 

 

 ⑸ 独自提案事項について 

  上記⑴～⑷の必要提案事項と連動し、委託業務全体の効果を高め、かつ、より経済効

果を発揮し地域活性化につながると考えられるものの他、コンテンツの発掘や磨き上げ、

国外に向けた情報発信、メインターゲット以外も含めた調査・戦略策定等、今後のイン

バウンド誘客を見据えた独自提案事項がある場合には、企画提案すること。但し、実施

に要する経費は、必須提案事項に要する経費と併せて、委託料の上限の範囲内とする。 

 



【提案に当たっての留意事項】 

  企画提案書には、独自提案事項であることを判別しやすく示すこと。 

また、独自提案事項の理由やイメージ、コンセプト、それを実現するための方法等を

具体的に記載すること。 

 

６ 業務の実施 

⑴ 業務行程表の提出 

受託者は、業務開始にあたり、作業の詳細な実施内容や作業の進め方・方法、役割分 

担等を明記した「業務工程表」を、委託者に提出すること。また、受託者は業務の進捗

状況等を適切に管理し、工程に変更が生じた場合は、適宜、委託者と協議の上、業務工

程表を変更し再提出すること。 

⑵ 業務実施責任者の配置  

受託者は、本業務を実施するにあたり、業務実施責任者を１名以上配置するとともに、 

本業務を円滑に実施できる体制を整備すること。 

⑶ 会議の開催等について  

受託者は、業務の進捗状況等について、必要に応じ会議を開催し、委託者と協議を行 

うこと。また、協議終了後は「協議録」を作成し、委託者の承認を得ること。 

 

７ 提出書類 

  受託者は、次の号に掲げる書類を委託者が指定する日まで提出しなければならない。 

 〇 着手届（事業着手後、直ちに提出） 

 〇 完了届（事業終了後、直ちに提出） 

 〇 事業実績報告書 

   受託者は、本業務終了後、速やかに委託契約書に規定する業務完了報告書を提出する

こと。同報告書には、本業務を実施したことが証明できる書類及び写真等を添付するほ

か、各事業の実績や効果並びに本業務により得られた各種データを含めた報告を行うこ

と。 

 〇 本市のPRとして制作した資料・ノベルティ等 

   資料等紙媒体については、加工が可能な形式による電子データで提出すること。 

 〇 その他必要と認める書類 

 

８ 特記事項 

⑴ 著作権等 

  本業務の実施により生じた著作物に関する著作権及び使用権は全て委託者に帰属す

るものとし、著作物の継続的な使用、再編集、増刷は委託者において自由に行うことが

できるものとする。 

 また、委託者が著作物を使用するにあたり、著作人格権を行使しないものとする。 

⑵ 機密保持等 

   受託者は、本仕様書に定めるところのほか、いわき市個人情報の保護に関する法律施



行条例、その他関係法令を遵守するものとする。 

 ⑶ 再委託等の禁止 

   受託者は、本業務の全部又は一部を再委託若しくは請負わせてならない。 

   ただし、本業務の一部を再委託若しくは請け負わせようとすることについて、委託者

から承認を得たときは、その限りではない。 

 ⑷ その他 

  ① 本仕様書に疑義が生じた場合、委託者と受託者が協議のうえ委託業務を遂行するも

のとする。 

  ② 本仕様書に定めのない事項については、委託者と受託者が協議のうえ定めるものと

する。 


